
【研究の目的と調査内容】第１部・第２部 児童生徒の社会情緒的能力について，特に学校環境や人間関係の変化が大きい小中接続期に着目して，縦断調
査を実施した。小学校6年生の約3,000名の児童生徒と保護者，学級担任，管理職に対し，半年に1回の間隔（小学校6年生冬，中学校1年生夏，中学校1年生
冬）で計3時点の質問紙調査を実施し，児童生徒の社会情緒的能力（感情知性，セルフコントロール，向社会的行動），学力（国語，算数（数学）），ア
ウトカムとして健やかな学校生活と心身の健康に関する指標，環境要因として学校・学級での経験，家庭での経験に関する指標を測定した。

【分析視点I】第３部 小中接続期における健やかな学校生活と心身の健康の背景：「社会情緒的能力」及び「学力」との関連

 社会情緒的能力及び学力の状態は，小学校6年生時点でも，中学校1年生時点でも，児童生徒の健やかな学校生活（学級適応感など）並びに心身の健康
（ウェルビーイングなど）の高さと関連していた。特に社会情緒的能力は，学校生活や心身の健康を支える機能を持つことが示された。

 小学校6年生時点の社会情緒的能力及び学力は，中学校1年生時の学校生活や心身の健康にも影響力を持っており，小学校で社会情緒的能力と学力を育む
ことは中学校進学後の学校生活や心身の健康につながることが示唆された。

【分析視点Ⅱ】第４部 小中接続期における「社会情緒的能力」と「学
力」の発達と環境からの影響

【分析視点Ⅲ】第５部 小中接続期の育ちを支える環境づくりに向けて：
児童生徒を育む学校・学級の特徴

 社会情緒的能力及び学力の状態の発達的変化について，小中接続期の
1年間，時点間相関が高く，測定値の変化も小さいことから，全体と
しては安定していて大きな変動は見られなかった。

 全3時点の調査において，社会情緒的能力は次の時点の社会情緒的能
力に，学力は次の時点の学力に関連していた。しかし，社会情緒的能
力と学力の相互の関連は全体として弱いものにとどまっていた。

 児童生徒が経験する学級担任や友人との関係性，学校行事への熱心な
取組，保護者との関係性などは社会情緒的能力を高める影響を持って
おり，社会情緒的能力の発達に促進的な環境要因であると考えられた。

 児童生徒が所属する学級や学校を単位とした分析の結果，学力につい
ては学級間差，学校間差が認められた。

 社会情緒的能力については個人差が大きかった。ただし，学級に所属
する児童生徒の社会情緒的能力の状態は，その学級の特徴と関連して
いた。小学校6年生時点の社会情緒的能力を育む学級の特徴として，
児童生徒と学級担任との関係性，学級風土が挙げられる。また，学力
に対しても児童生徒と担任との関係性，学級風土が関連していた。

 学校単位では，学校危機予防や，小中連携の取組が，その学校の児童
生徒の社会情緒的能力の状態と関連していた。

【総括と今後の課題】第６部 小中接続期の追跡調査の分析結果より，社会情緒的能力は児童生徒の学校生活や心身の健康を支える重要性を持つことが示
された。本研究における社会情緒的能力と学力の相互の関連性は弱いものにとどまり，それぞれが，児童生徒の学校生活や健康を支えていると考えられた。
小中接続期の社会情緒的能力及び学力には顕著な発達的変化は認められなかったものの，実態把握のためにより長期的な追跡調査が必要である。また，社
会情緒的能力を育む環境として，学級担任との関係性や友人関係，学校行事への取組に加え，学校における学校危機予防の取組や小中連携の取組は促進的
影響を持ち得るものとして注目される。これらの成果は社会情緒的能力の教育の意味や環境づくりの議論に生かし得るものだと考えられる。

「社会情緒的（非認知）能力の発達と環境に関する研究：教育と学校改善への活用可能性の視点から」
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